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下時の咽頭食道接合部の内圧変化および輪状咽頭筋の筋

電図を比較した。内圧の記録には，側面に記録口を持つ

独自のカテーテルおよび圧力トランスデューサー使用し

た。記録口は咽頭食道接合部に腹側に向けて位置づけた。

【結果および考察】

１．嚥下時の喉頭挙上

嚥下誘発時に，喉頭挙上運動と同時に甲状舌骨筋の筋

活動が認められた。輪状咽頭筋は持続的な自発活動を呈

しているが，嚥下に伴い自発活動を停止し，その後一過

性のバースト活動を示した（図1A, C）。

迷走神経咽頭枝切断後，喉頭挙上量は大幅に減少し，

喉頭挙上に最も大きな役割を果たす甲状舌骨筋の活動が

消失した。また，輪状咽頭筋は，持続性活動と嚥下に伴

う一過性のバースト活動の両方が消失した（図1B）。一

方，甲状舌骨筋枝を含む舌下神経を切断しても，喉頭挙

上量の減少はわずかであり，甲状舌骨筋および輪状咽頭

筋の活動には変化が認められなかった（図1D）。

以上の結果から，迷走神経咽頭枝が甲状舌骨筋と輪状

咽頭筋の運動を神経支配し，嚥下時の喉頭挙上に主要な

神経であることが明らかとなった。

２．嚥下時の咽頭食道接合部の内圧変化

咽頭食道接合部の内圧は，嚥下誘発時に一過性に低下

し，その後上昇した（図2A）。

反回神経切断後，嚥下時の内圧低下が小さくなったが，

内圧上昇に変化は認められなかった（図2B）。反回神経

に次いで迷走神経咽頭枝を切断すると，同部位の内圧低

下がさらに小さくなり，その後の内圧上昇も顕著に減弱

した（図2C）。

神経切断前後の内圧低下の平均を比較すると，神経切

断前と比較して，反回神経切断後では55％，反回神経お

よび迷走神経咽頭枝切断後では16%に減少した（図3）。

以上の結果から，咽頭食道接合部の一過性の内圧低下

には反回神経と迷走神経咽頭枝が大きく関与しているこ

とが明らかになった。反回神経は，嚥下時に声門を閉鎖

するとともに披裂軟骨を内転することで，咽頭食道接合

部の容積を増大させ，同部位の内圧を低下させると考え

られる。迷走神経咽頭枝による内圧低下は，輪状咽頭筋

の持続性自発活動の停止と，喉頭挙上に伴う咽頭食道接

合部の開大によるものと考えられる。

また，咽頭食道接合部の内圧上昇には迷走神経咽頭枝

が関与しており，輪状咽頭筋の一過性のバースト発火に

よって内圧が上昇すると考えられる。
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【目　　　的】

嚥下時に咽頭食道接合部の内圧は一過性に低下し，そ

の後上昇する。この内圧変化によって，摂取した食塊は

咽頭から食道へと円滑に移送される。内圧低下は，咽頭

食道接合部の括約筋である輪状咽頭筋の持続的な自発活

動の停止および喉頭と舌骨の挙上によって生じ，内圧上

昇は輪状咽頭筋による接合部の収縮により生じると考え

られている。しかし，喉頭の挙上と咽頭食道接合部の内

圧変化を調節する神経機構に関する詳細な研究はない。

本研究では，嚥下時の喉頭挙上および咽頭食道接合部

の内圧変化への咽喉頭領域の神経の関与について明らか

にする目的で，ウサギを用いた神経切断実験を行った。

【方　　　法】

麻酔下のウサギ18羽を用いた。嚥下の誘発は上喉頭神

経の電気刺激によって行い，以下の２つの実験を行った。

１．嚥下時の喉頭挙上に関する実験

迷走神経咽頭枝または舌下神経（甲状舌骨筋枝を含む）

の切断前後において，嚥下時の喉頭挙上運動および甲状舌

骨筋と輪状咽頭筋の筋電図を記録し比較した。喉頭挙上

運動の測定には，ひずみトランスデューサーを使用した。

２．嚥下時の咽頭食道接合部の内圧変化に関する実験

反回神経および迷走神経咽頭枝の切断前後における嚥

－67－



－68－

新潟歯学会誌　34（1）：200468

【結　　　論】

迷走神経咽頭枝は，甲状舌骨筋および輪状咽頭筋の運

動を神経支配し，嚥下時の喉頭挙上に重要な役割を果た

している。また，嚥下時の咽頭食道接合部の内圧低下に

は，反回神経および迷走神経咽頭枝が関与している。
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図１　神経切断前後の嚥下時の筋電図と喉頭運動の記録例

A，B：迷走神経咽頭枝切断例（A：切断前，B：切断後，矢頭は嚥下を示す）

C，D：舌下神経切断例（C：切断前，D：切断後）

図２　神経切断前後の嚥下時の筋電図と咽頭食道接

合部の内圧の記録例

A：神経切断前

B：反回神経切断後

C：反回神経および迷走神経咽頭枝切断後（矢頭は

嚥下を示す）

図３　嚥下時の咽頭食道接合部の内圧低下における

神経切断の影響（mean ± SE, n = ８）


